[bookmark: _Toc228081621][bookmark: _Toc230160719][bookmark: _Toc228081647][bookmark: _Toc230160745]【内国アクティブ運用型ＥＴＦの商品特性及び管理会社の運用体制等に関する報告書　様式・記載要領】

○○○○年○○月○○日

内国アクティブ運用型ＥＴＦの商品特性及び管理会社の運用体制等に関する報告書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ファンド名　　　　　　　　　　　　　
○○○○
　	（コード：○○○○）

管理会社名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
   ○○○○株式会社　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者名	代表取締役社長　○○　○○　　　　
問合せ先　    ○○部
	ＴＥＬ．○○－○○○○－○○○○　

	＜記載上の留意事項＞
・　内国アクティブ運用型ＥＴＦの管理会社は、本報告書に記載された「1.運用方針の概要」、「2.投資リスク」、「3.想定投資者属性」又は「5.ポートフォリオ情報の提供方法」に変更が生じた場合は、変更後直ちに変更後の報告書を提出することが義務づけられています。なお、それ以外の記載事項に変更が生じた場合には、変更後から、当該変更が生じた日の属する計算期間の末日（計算期間が６か月未満の場合は、当該変更が生じた日から起算して６か月を経過する日の属する計算期間の末日）の翌日から起算して３か月が経過するまでの間に、変更後の報告書の提出を行うことで足ります。
・　本報告書の提出に当たっては、記載上の留意事項・注意は削除ください。



１．運用方針の概要



	＜記載上の注意＞
・　運用方針とは、管理会社における名称を問わず、運用目標及びその達成手段としての一連の運用プロセスが規定された方針のことをいいます。
・　本項目の記載に当たっては、必要に応じて、有価証券報告書若しくは有価証券届出書又は目論見書に記載される「ファンドの目的」「投資対象資産」「ファンドの仕組み」「運用手法」「運用プロセス」「投資制限」「分配方針」等の事項を用いつつ、投資者に分かりやすい内容となるよう努めてください。
・　デリバティブ取引等の利用目的及び分散投資に係る「投資制限」は、必ず記載してください。
[bookmark: _Hlk199170966]・　デリバティブ取引等の利用について、その目的が、投資信託が投資の対象とする資産を保有した場合と同様の損益を実現する目的、投資信託の資産又は負債に係る価格変動及び金利変動により生じるリスクを減じる目的並びに先物外国為替取引により投資信託の資産又は負債について為替相場により生じるリスクを減じる目的（以下「ヘッジ目的等」といいます。）以外の場合、利用するデリバティブの概要・利用方針について必ず記載してください。
[bookmark: _Hlk199171047]・　一般社団法人投資信託協会の定める投資信託等の運用に関する規則第１７条の３第３項に規定する支配的な銘柄が存在し、又は存在することとなる可能性が高い場合（投資対象市場やテーマなどから合理的に可能性が高いと判断されるものに限る。）、その旨を必ず記載してください。
・　為替ヘッジを行う場合、その価格形成について必ず記載してください。
・　ベンチマーク（ＥＴＦの運用成果の評価基準又は目標基準となる指標）を設定する場合には、その内容等を記載してください。
・　運用の権限を委託する場合は、運用の委託先の名称及び委託の内容等を記載してください。
・　金融庁「金融商品取引業者等向けの総合的な監督指針」の「Ⅵ－２－３－５ ＥＳＧ投信に関する留意事項」の適用となるＥＴＦについては、本項目にも、同指針に基づき目論見書に記載されるべきＥＳＧに関する情報が記載されるようにしてください。
・　投資信託財産等に投資信託等（投資信託及び外国投資信託並びに投資法人及び外国投資法人の総称をいいます。以下同じ。）の受益証券等（投資信託の受益証券、外国投資信託の受益証券、投資証券及び外国投資証券の総称をいい、これらを受託有価証券とする信託受益証券を含みます。以下同じ。）が含まれることが想定される場合においては、当該投資先投資信託等を特定し、その運用方針の概要（主な投資対象や投資地域等を含みます。）も記載してください。その際、当該投資先投資信託等にどのような投資制限が付されているかを説明してください。ただし、当該投資信託等が、次に掲げるものである場合、上記の特定及び説明は不要です。
－投資者の資金を主として不動産等又はインフラ資産等に対する投資として運用することを目的とする投資信託等であって、その受益証券等が国内の金融商品取引所に上場しているもの
－投資信託財産等の一口あたりの純資産額の変動率を特定の指標の変動率に一致させるよう運用する投資信託等であって、その受益証券等が国内の金融商品取引所に上場しているもの
－上記に類する投資信託等であって、その受益証券等が外国金融商品取引所等に上場しているもの




2．投資リスク



	＜記載上の注意＞
[bookmark: _Hlk121475329]・　有価証券報告書又は有価証券届出書などの記載内容を踏まえて記載してください。
・　ヘッジ目的等以外の目的でデリバティブ取引等を利用する場合には、それによるリスクやリターンの特性及び留意すべき投資スタイルについて記載してください。
・　支配的な銘柄が存在し、又は存在することとなる可能性が高い場合（投資対象市場やテーマなどから合理的に可能性が高いと判断されるものに限る。）には、以下の点について記載してください。
－同一銘柄への組み入れ比率が高くなる可能性があり、当該同一銘柄の株式の価値が下落する場合には、大きな損失が発生し、ファンドの基準価額が大幅に下落することがあること
－投資先について特定の銘柄への投資が集中すると、当該支配的な銘柄に経営破綻や経営・財政状況の悪化などが生じた場合には、大きな損失が発生することがあること
・　為替ヘッジを利用する場合には、ヘッジコストの説明や留意すべき投資スタイルについて記載してください。




３．想定投資者属性



	＜記載上の注意＞
・　「1.運用方針の概要」及び「2.投資リスク」の記載を踏まえて、想定する投資者の投資目的（推奨される継続投資期間も含みます。）やリスク許容度等について、管理会社の認識をわかりやすく具体的に記載してください。なお、ファンドによって、その特性は様々であることが想定されるため、記載内容は創意工夫ください。
・　なお、当取引所としては、従来ＥＴＦが指標連動型の商品であったことを踏まえると、内国アクティブ運用型ＥＴＦは、当該商品の特性にもよりますが、少なくとも、通常の公募投信で求められる事項に加え、以下の事項を理解している投資者に適していると考えています。
· アクティブ運用型ＥＴＦが、従来のＥＴＦとは異なり、連動対象となる指標が存在しない商品であること
· ファンドにおける積極運用の結果、基準価額がベンチマークや相場全体の変動からでは説明できない動きする場合があること
· 管理会社等により日々開示されるポートフォリオ情報は、前日の基準価額算出の基礎となった情報でしかなく、当該情報から算出される一口当たり推定純資産額（インディカティブＮＡＶ）については、ＥＴＦの適正価格に常に一致するというわけではないこと




4．管理会社の運用体制の状況

	＜記載上の注意＞
[bookmark: _Hlk128560102]・　ファミリーファンド形式により運用を行う場合は、マザーファンドに関する状況も分かるように記載してください。
[bookmark: _Hlk128560132][bookmark: _Hlk128560164]・　ファンド・オブ・ファンズ形式又はＥＴＦ ｏｆ ＥＴＦ形式により運用を行う場合は、管理会社に適切なデューデリジェンスを行う能力（上場後のモニタリング体制の整備状況を含みます。）があることを説明する観点から、投資先投資信託等及びその運用会社の状況の概要も分かるように記載してください（ただし、投資先投資信託等が指標連動型の投資信託等のみである場合は、この限りではありません。）。



（１）組織図及び各組織の業務の概略


	[bookmark: _Hlk121316681]＜記載上の注意＞
・　有価証券報告書又は有価証券届出書などの記載内容を踏まえて、本ＥＴＦに関する運用体制が分かるように記載してください。



（２）運用責任者等に関する説明


	＜記載上の注意＞
・　運用の実質的な最終責任者等その他の運用プロセスに関する意思決定に携わる運用責任者等について、一連の運用プロセスの中で負っている責任の内容を明記するとともに、それぞれ類似の投資信託財産等の運用等の経験を記載してください。なお、運用責任者等の氏名の記載を求めるものではありません。



（３）管理会社の運用実績


	＜記載上の注意＞
・　運用実績とは、管理会社における類似の投資信託財産等を運用している実績をいいます。
・　投資信託財産等には、投資対象資産（資産クラス、セクター、業種など）のほか、投資スタイル（ポートフォリオの基本的特性や投資判断の頻度）、ベンチマークが設定される場合は当該ベンチマークの内容も含み、それぞれの観点から、管理会社の運用実績を説明ください。
・　新規上場申請時を除いては、本（３）ごと削除いただくことも可能です。



（４）内部管理体制の整備状況


	＜記載上の注意＞
・　有価証券報告書又は有価証券届出書などにおける記載内容を踏まえつつ、以下の観点が分かるように内部管理体制の整備状況を記載してください。
· 管理会社において、投資信託財産等が投資信託約款や運用方針等に則り適切に運用されているかどうか、また、運用の中で受益者の利益を害するような取引等が行われていないかについて、運用部門から独立した部門により定期的な検証が行われる体制が整備されているか
· 運用成果が運用目標を達成しているか、運用プロセスが目論見どおりに目標達成に貢献しているかを検証する体制が適切に整えられているか
· 検証結果を運用部門や必要に応じて経営部門にフィードバックされる仕組みが適切に整えられているか



（５）コンプライアンス体制の整備状況


	＜記載上の注意＞
・　有価証券報告書又は有価証券届出書などの記載内容を踏まえて記載してください。
・　コンプライアンスに関する主な規程の整備状況やコンプライアンス担当部署の活動状況を説明ください。
・　利益相反取引をはじめとした法令（投信法や金商法等）違反行為を管理・防止するための仕組みの整備状況を記載してください。




5．ポートフォリオ情報の提供方法



	＜記載上の注意＞
[bookmark: _Hlk133591632]・　内国アクティブ運用型ＥＴＦの管理会社は、日々（休業日を除く。）売買立会開始前までに確定したポートフォリオ情報を公衆による閲覧ができる方法により投資者に提供することが義務づけられています。
・　本ＥＴＦのポートフォリオ情報について、日々売買立会開始前までに確定した内容を提供する旨、並びに、当該情報の提供を行う媒体名及びURLを記載してください。
・　投資信託財産等に投資信託等の受益証券等が含まれることが想定される場合又は現に含まれている場合においては、本項目において、継続的に投資先投資信託等のポートフォリオ情報を取得できる状況にあることについて簡潔に説明してください。ただし、当該投資信託等が、次に掲げるものである場合は、当該説明は不要です。
－投資者の資金を主として不動産等又はインフラ資産等に対する投資として運用することを目的とする投資信託等であって、その受益証券等が国内の金融商品取引所に上場しているもの
－投資信託財産等の一口あたりの純資産額の変動率を特定の指標の変動率に一致させるよう運用する投資信託等又はポートフォリオ情報を日々継続的に投資者に提供する投資信託等であって、その受益証券等が国内の金融商品取引所に上場しているもの
－上記に類する投資信託等であって、その受益証券等が外国金融商品取引所等に上場しているもの
・　本項目に、売買立会時間に入ってもポートフォリオ情報を提供できない場合に投資者に周知を行うための媒体名及びURLを別途記載することもできます。




６．信託報酬額の決定理由



	＜記載上の注意＞
・　信託報酬額の決定理由について、信託報酬額が１.０％（税抜）（投資信託財産等に海外資産が含まれうる場合には１．５％（税抜））を上回る場合には、記載してください。その他の場合においても積極的な記載が望まれますが、該当しない場合には本項目ごと削除いただくことも可能です。




７．上記の他、取引所市場における投資判断に資する情報



	＜記載上の注意＞
・　有価証券報告書又は有価証券届出書などの記載内容を踏まえて、本ＥＴＦの保有ポートフォリオの状況（上位10銘柄程度。新規上場申請時においては、想定ポートフォリオなど）の他、信託報酬率、総経費率、「運用実績」（基準価額・純資産や分配、年間収益率の推移等）など、投資者の投資判断に資すると判断される情報を記載することができます。
・　管理会社等において、記載すべき事項がない場合には、本項目ごと削除いただくことも可能です。
・　上記の情報の提供を行う媒体名及びURLを記載いただくことも可能です。



以上


内国アクティブ運用型ＥＴＦの商品特性及び管理会社の運用体制等に関する報告書（別紙）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	[bookmark: _Hlk136974189]＜記載上の留意事項＞
・　内国アクティブ運用型ＥＴＦの管理会社は、本報告書別紙に、金融庁の「顧客本位の業務運営に関する原則」（改訂版）に基づき、金融事業者において金融商品・サービスの販売・推奨等を行う際に用いられる「重要情報シート」（個別商品編）の作成に当たって参考となる情報を記載するものとします。
・　本報告書別紙の提出時期は、報告書本紙に準じるものとします。
・　提出に当たっては、記載上の留意事項・注意は削除ください。



１．金融商品の目的・機能


【例】〇〇〇を主要な投資対象とし、〇〇〇【注：具体的な運用手法の詳細・意義等】により、〇〇〇【注：ベンチマーク名を記載】を上回る収益の確保を図るとともに、投資信託財産の長期的な成長を図ることを目的に運用を行います。

	＜記載上の留意事項＞
・　アクティブ運用の具体的な手法やそうした手法を採用するメリットが顧客に理解できるよう運用対象・手法等が明確に示される記載をすることが望ましいと考えられます。
・　特に、ヘッジ目的等以外の目的でデリバティブ取引等を利用する場合や、支配的な銘柄が存在し、又は存在することとなる可能性が高い場合（投資対象市場やテーマなどから合理的に可能性が高いと判断されるものに限る。）及び為替ヘッジを利用する場合には、報告書本紙１．「運用方針の概要」の趣旨を鑑みた記載をすることが望ましいと考えられます。




２．損失が生じるリスクの内容


　【例】
〇〇〇【注：主な運用資産を記入】の市場価格の変動による影響を受けます。
投資先などの破綻や財務状況の悪化による影響を受けます。
為替相場の変動による影響を受けます。
本商品の市場価格は、取引所における競争売買を通じ、需給を反映して決まるため、必ずしも基準価額と一致するものではありません。

	＜記載上の注意＞
・　上記の例に加え、報告書本紙２．「投資リスク」から主要なリスクを記載してください。
・　特に、ヘッジ目的等以外の目的でデリバティブ取引等を利用する場合や、支配的な銘柄が存在し、又は存在することとなる可能性が高い場合（投資対象市場やテーマなどから合理的に可能性が高いと判断されるものに限る。）及び為替ヘッジを利用する場合には、そのリスクについて必ず記載してください。




３．管理会社が想定する購入層



	＜記載上の注意＞
・　報告書本紙３．「想定投資者属性」に準じて記載してください。





４．顧客利益最優先の運用会社のガバナンスの確保、プロダクトガバナンスの確保



	＜記載上の注意＞
・　管理会社の体制について、例えば、以下のような点について簡略に記載することが望ましいと考えられます。
○　経営・運用体制
‐　経営部門のグループからの独立性が図られているか、長期視点での運用を実現する専門性を重視した経営体制となっているか
‐　運用部門の体制、運用担当者の運用実績・経験
○検証体制
‐　投資信託財産等が投資信託約款や運用方針等に則り適切に運用されているかどうか、また、運用の中で受益者の利益を害するような取引等が行われていないかについて、運用部門から独立した部門により定期的な検証が行われる体制が整備されているか
‐　運用成果が目標を達成しているか、運用プロセスが目論見どおりに目標達成に貢献しているか検証する体制が整備されているか
‐　検証結果を運用部門や必要に応じて経営部門にフィードバックされる仕組みが適切に整えられているか




2
